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赤の道ハイキングコース
マイエンフェルト〜ハイジドルフ（オーバーロッフェルス）〜マイエンフェルト
Maienfeld – Heididorf (Oberrofels) – Maienfeld
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かつてローマ街道の拠点であった古い歴史をもつ、アルプスの麓の小さな町マイエ
ンフェルト。役場のある広場やブドウ畑、山へと続く小道、水飲み場など、作家ヨ
ハンナ・シュピーリが愛し、ハイジの物語を思い描いた頃の面影を今も残している。
物語の中で冬を過ごした村のモデルとなったハイジドルフを訪ねる赤の道、夏の家
としておなじみの山小屋が待つハイジアルプまでさらに上る青の道という2つのハ
イキングコースがある。一帯は高品質なワインの産地としても知られており、美し
いブドウ畑が広がっている。
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B Maienfeld Map b

nnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnn
* 経由するルートによって異なる

小さなマイエンフェルト駅から赤の道はスタート。アニメにも登
場していた石造りの塔が印象的なブランディス城横の小道を通
り、壁画が描かれた役場が正面に建つ小さな広場へ。緩やかに
上りの坂道をのぼって町を抜けると、その先にはマイエンフェ
ルトを代表する上質の赤ワインになるブドウが栽培されている。

しばらくブドウ畑の間を歩いていくと、シュピーリを記念してつくられたハイジの
泉がある、緑の美しい野原が見えてくる。ちょっと一休みしたら、時おり、放牧さ
れている羊や牛がのんびりと草を食べる様子を眺めながら、さらに先へと進もう。

▼ ▼

▼ ▼

▼ ▼
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ブランディス城  Schloss Brandis

石造りの素朴なたたずまいのブランディス城はマイエンフ
ェルト城と呼ばれていたこともある由緒あるお城。この地
をおさめていた領主ブランディス男爵の居城だったことも
ある。現在は伝統の郷土料理から季節ごとの特別料理ま

で幅広く堪能できるグ
ルメレストランとなって
いる。中は“リッターサ
ール（騎士の部屋）”や150年前につくられた塔の
部屋をつかった“トゥルムレストラン（塔のレスト
ラン）”、パーティー用のホール“フェストサール”な
どがあり、長い歴史の重厚な趣きを残している。

  info@schlossbrandis.ch     www.schlossbrandis.ch

高台にあるホテルレストラン「ハイジホフ」が見えたら、ハイジドルフ（ハイジの村）
と呼ばれるオーバーロッフェルス村はもうすぐ。ハイジとおんじが冬の間暮らし
た家のモデルであった古い農家「ハイジハウス（ハイジ博物館）」で、100年以上前の
ハイジの暮らしを垣間見ることができる。ハイジドルフからさらに夏のストーリーの
舞台となったハイジアルプまで行く人は、ちょっとハードなハイキングコースである
青の道へとチャレンジ。または、このまま赤の道をたどりウンターロッフェルス村
へ向かい、来た道とは逆のルートを通ってマイエンフェルトへと戻る。­

▼ ▼

ハイジの泉  Heidibrunnen

マイエンフェルトからハイジドルフへ向かう
道の途中。地元の子ども達の募金活動で集め
たお金で、シュピーリを記念して1953年にヴ
ァルト氏によりつくられた「ハイジの泉」があ
る。まわりの広場はピクニックエリアになって
おり、さらに上り道が続くハイキングコースの
途中にあり、休憩スポットとして最適。

ハイジホフ  Heidihof

ハイジハウスに近い高台にあり、見晴らしがよ
いホテルレストラン。のどかな風景と素朴な郷
土料理で人気。ハイジホフからハイジハウスま
での道は、車の入れない道なので歩いていこう。

  info@heidihof.ch

  www.heidihof.ch

ハイジドルフ（オーバーロッフェルス）  Heididorf (Ober Rofels)

オーバーロッフェルスはハイジが冬の間滞在していた村として、通称ハイジドルフ
と呼ばれ親しまれている。ドイツ語で村のことをドルフdorf、とくに小さな村のこ
とをデルフリdörfliという。 日本語の訳書のなかでは、村の名前のように“デルフリ
村”と紹介されているが、地名ではない。

ドルフラーダ  Dorflada

ハイジハウスの入場券のほか、動物の置き物やシャツ、ポストカードなどお土産に
最適な小物の数々を販売している。オリジナルスタンプと郵便ポストもあるので、
旅の思い出にハガキや手紙を送ってみよう。また前に広がる草原ではかわいいヤギ
や羊に触れあうこともできる。
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『アルプスの少女ハイジ』の中に登場する動物たち。ハ
イジのふるさとであるマイエンフェルト村があるグラウ
ビュンデン州は、豊かな大自然を残している地域で、牛
はもちろん、羊や鹿、ヤギ、マーモットなど、さまざま
な動物をみることができるでしょう。とくにアニメの中
で『大角のだんな』として紹介されている「シュタイン
ボック Steinbock」は紋章（州旗）にも描かれている州
のシンボル。アルプスヤギの一種で、仏語ではブクタン
Bouquetin、英語では
アルパイン・アイベッ
クス Alpine ibexと呼

ばれています。また、同州にあるスイスの国立
公園では、約170km2 の広大な敷地の中で、ア
カシカやシュタインボック、アルプス・マーモット
など約30種類の動物のほか、約100種類の鳥類、
約5000種の爬虫類/昆虫が生息しています。
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ハイジハウス（ハイジ博物館） Heidihaus

ハイジが暮らした冬の家のモデルといわれる、
オーバーロッフェルス村にあった古い農家を、
数年前に観光局が買い取り、ハイジの物語の
頃の生活の様子を伝える博物館をオープン。
物置、台所やワラのベットのあるハイジの部
屋などが再現されていて、ハイジの思い出の
名場面がよみがえってくる。入場券は隣接の
ショップ「ドルフラーダ」で購入する。

  3月中旬〜11月中旬の毎日 10:00-17:00

  info@heididorf.ch     www.heidi-swiss.ch

そこから少し上に登ると谷を見下ろす展望スポット、カルトボーデンに到着。眼下
に広がる素晴らしい眺望を楽しんだ後は、イエニンス方面へと下る道へ。作家シュ
ピーリが滞在していたイエニンスの村を通り抜けたら、17世紀にブラウブルグンダ
ー種のブドウをこの地に持ち込んだフランスの有名な司令官デュロン公の記念碑が
見えてくる。

ラインの谷を眺めつつ、ブドウ畑の間をロッフェルスへ向かう道は、シュピーリがよ
く散歩をしながらハイジの物語を考えていたといわれる思い出の道。ウンターロッ
フェルスからは、赤の道と合流して、マイエンフェルトへと戻る。

マイエンフェルトからハイジドルフまでは赤の道と同じ。そこからハイジの夏の家と
いわれる小屋があるハイジアルプ（オクセンベルク）へは、ルーヴァの森（Luvawald）
を抜け、山道をひたすら登る約1〜2時間ほどのハイキング。アルプとはスイスドイ
ツ語で山の上の放牧地のことを意味する単語。標準ドイツ語ではアルムというため、

“アルムの森”や“アルムの小屋”といわれていたのは、この辺りのこと。あの山小屋
や周囲に広がる美しい牧草地などアニメのイメージどおりの世界が迎えてくれる。

▼

青の道ハイキングコース
マイエンフェルト〜ハイジアルプ〜イエニンス〜マイエンフェルト
Maienfeld – Heidialp – Jenins – Maienfeld

▼

▼ ▼
▼

LKJ  ハイジの故郷に棲む動物たち  jkl

▼



12

Column

11

アニメーション
『アルプスの少女ハイジ』の世界
アニメーション
『アルプスの少女ハイジ』の世界
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スイス人は一人あたりの年間消費量で世界
のトップ5に入るほどワイン好きの国民。
国内の生産量では足りず近隣諸国から輸
入しています。さらに一定の品質を
保つため国や地方の管理のもと葡
萄の生産量が制限されているので、

スイスワインはほとんど海外に輸出されません。輸出量は
国内生産量のわずか1％ほど。ほとんど産地しか流通しないような銘柄もあります。
スイス旅行中は、そんな希少なワインと出会える絶好のチャンスなのです。

 **********************************************************************************

Illustration : Sachi Takaha

ハイジの故郷として知られるマイエンフェルトMaienfeldや隣接するフレーシュ
Fläsch、イエニンス Jenins、マランスMalansは高品質のワインの産地として
も有名。とくに17世紀にフランスから持ち込まれたというブラウブルグンダー種
（ピノ・ノワール種）を使った赤ワインや、芳醇な白ワインなどがつくられています。
このあたりでは、ワインと軽いスナックなどが楽しめるワイナリーのことを、もと
もと木製の圧搾機をあらわす単語で“トルケル Torkel”と呼んでいます。ハイジ
の世界を歩いた後は、ぜひ“トルケル”で地ワインを味わってみましょう。

LKJ  ハイジの故郷とワイン  jkl



グランドリゾート・バートラガッツ Grand Resort Bad Ragaz★★★★★

1774年に建てられた領主（修道院長）の館に、タミナ峡谷の源泉をひき「グランド
ホテル・ホフラガッツ Grand Hotel Hof Ragaz」が最初のホテルとしてスタート。そ
して1869年には「グランドホテル・クエレンホフ Grand Hotel Quellenhof」が完成。
敷地内で隣接するこの2つの高級ホテルは最近リニューアルしてさらに快適になっ
た。宿泊客が利用できるスパセンターは大理石の室内プールなどゴージャスな雰囲
気。サウナ、ジャグジー、打たせ湯、ジムやエステサロンなど設備も充実。周りの森
を散策したり、ゴルフを楽しんだり、贅沢にリラクゼーションを追求できる。

  reservation@resortragaz.ch     www.resortragaz.ch
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Bad Ragaz   バート・ラガッツ

スパハウス (旧ドルフバート )  Spahouse Bad Ragaz

1866/67年にかけて、州立の温泉療養施設としてつく
られたドルフバート( 村の浴場 )。施設の老朽化で2003
年から営業停止していたが、2006年11月から新たなス
パセンターとして生まれ変わった。クラシックな建物の外

観と小さな個室の浴槽に温
泉を入れて入浴するスタイ
ルを残して内部は全面改装。ハーブと温泉治療を中心
に、マッサージやリフレクソロジーなど、さまざまな
自然療法のメソッドが取り入れられている。

  火〜木曜9:00-19:00/金・土曜10:00-19:00/日曜10:00-18:00

  hello@spahouse.ch     www.spahouse.ch

アルテス・バート・プフェファース  Altes Bad Pfäfers

かつての由緒ある温泉療養所を改修してつくられた温泉と修道院の歴史を伝える博
物館 ( 一部パラケルスス記念館 )。趣のあるレストランでは昼食を楽しむことができ
る。壁には、ハイジの原作者シュピーリをはじめアンデルセンやニーチェなど、こ
こを訪れた多くの有名人の肖像画が描かれている。奥にあるチャペルを抜けるとタ
ミナ峡谷の入り口へと続く。峡谷内には遊歩道が設置されており源泉まで歩けるよ
うになっている。

  5月・10月 11:00-17:00、6月〜9月 10:00-18:00

  info@altes-bad-pfaefers.ch     www.altes-bad-pfaefers.ch

タミナ・テルメ  Tamina Therme

ホテルの宿泊者以外でも利用できるスパセンター。専門のドクターが常勤するメデ
ィカルセンターも併設している。室内プール2つと屋外プール1つのほかに、マッサ
ージルームやジャグジー、ジェットバス、打たせ湯などがある。

  毎日8:00-21:00※     12/25
※曜日によって開館時間が多少延長します
※2009年6月まで改修工事のため休業

  reservation@resortragaz.ch

  www.resortragaz.ch

マイエンフェルトの隣にあるバート・ラガッツは、長い歴史を誇
るスパリゾート。ハイジの物語でも、デーテおばさんが働いて
いて、足の悪いクララが立ち寄ったというエピソードがある。

■バート・ラガッツ観光局
  info@spavillage.ch     www.spavillage.ch

タミナ峡谷  Taminaschlucht

8世紀から修道院の土地だったプフェファースのタミナ峡
谷で温泉が発見されたのは13世紀のこと。道もない険しい
崖の奥底だったにもかかわらず、効能が評判になり16世紀
〜17世紀にかけて木造の温泉場がつくられた。18世紀に
なって修道院が建てた最初の温泉ホテルは、近年に閉館と
なったが、再び改修され、現在では博物館として再びオー
プンしている。

Bad Ragaz   バート・ラガッツ



1660年に建てられた古い学校を改修して、
1981年にオープンしたシュピーリ記念館。
かつてシュピーリや彼女の母親が通った学校
でもあった。現在は、シュピーリの自筆原稿や
手紙、作品に加え、家族との写真やゆかりの
品々などが展示されている。

  日曜14:00-16:00
（イースター、クリスマスなどの祝祭日を除く）

  www.johanna-spyri-museum.ch

ヨハンナ・シュピーリ記念館【ヒルツェル】Johanna Spyri Museum【Hirzel】

シュピーリが夫と息子を失った後、児童文
学作家として復帰した1886年から永眠
する1901年まで暮らした家「エッシャー
ホイザー Escherhäuser」は、今もツェル
トヴェークZeltwegに残っている。チュー
リヒで最初の集合賃貸住宅としてつくられ
た19世紀の建物で、シュピーリとも親交
があったワーグナーも別の部屋に滞在。現在、由緒あるこの邸宅内には彼女
の作品や文書などの多くを保管する『ヨハンナ・シュピーリ文書館 Johanna 
Spyri-Archiv』を併設した「児童・青少年メディア研究所 (SIKJM)*」がある。

※研究目的の利用の場合は電話での来館予約が必要（www.sikjm.ch)

“ハイディ”の作家

Column
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ヨハンナ・シュピーリの世界
“ハイディ”の作家
ヨハンナ・シュピーリの世界
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アルプスの花畑

春になって山の雪が解け出すと、美しい緑の芽吹きとともに野の花の群生が見
られる。まだ頂きに雪をかぶった山の裾野に広がる花畑はまさにメルヘンの世
界。とくに緑の草原に点々と咲くあざやかな黄色の花々は印象的。標高1000〜
1500mにある牧草地では雪解けとともに色とりどりの花が満開になるが、放牧
が始まるとエサとして刈り取られてしまうので夏までのお楽しみ。かわりに夏に
なると、さらに標高の高い2000〜3000mぐらいの山地に丈が低く小さくて可
愛らしい高山植物の花が咲き始める。

セントバーナード犬

スイスは犬好きが多く、レストランや電車でも犬を連れている人を良くみかける
が、アニメの中でヨーゼフとして登場していたセントバーナード犬を飼っている
人は少ない。もともとセントバーナード種は牧羊犬や猟犬ではなく、優しく勇敢
で主人に忠実な性格で鋭い嗅覚を持ち、遭難者を
助けてきた山岳救助犬なのだ。かつてシーザーや
ナポレオンも越えたイタリアとスイスを結ぶサン
ベルナール峠で、雪の中を首からブランデーの樽
をぶらさげて、アルプスの峠を越える多くの旅人
を救ったエピソードはあまりにも有名。峠の名前
であるフランス語のサンベルナールを英語読みに
したセントバーナードがこの犬の名前として広く
知られている。

*　 *　 * *　 *　 *

*　 *　 * *　 *　 *
とろとろチーズ

国土のほとんどが山地というスイスでは長い間保存するこ
とができる硬質チーズが昔からつくられていた。古代ロー
マでも、「カゼウス・アルピヌス」と呼ばれ、高級品として
珍重されてきたほど。夏になると、標高の高い山の上の牧
草地（アルプ）へと移動しながら放牧していく。柔らかな
高山植物や牧草を食べた牛やヤギの絞りたての生乳を、そ
のまま近くの小屋に運びチーズはつくられる。100Mの牛
乳からフレッシュチーズは18kgできるが、硬質チーズな
らたったの8kg。つまり硬質チーズにはより多くの牛乳の
栄養が凝縮されているのだ。熟成させたスイスチーズは溶かして食べる料理が多
い。チーズを白ワインで溶かし、パンにからめて食べるおなじみのチーズフォン
デュ、直径40cm程あるラクレットチーズのトロトロに溶けた切り口をナイフで

そぎ落とし、茹でたポ
テトにからめて食べる
ラクレットや、チーズ
トースト（　クルット・
オー・フロマージュ
　ケーゼシュニッテ）
などがおすすめ。

スイスの黒パン

いつも黒パンを食べていたハイジが、フランクフルトの家でだされた柔らかい白
パンをおばあさんへのおみやげに持ち帰ったエピソードは有名。小麦でつくった
パンが白パンで、ライ麦などでつくったパンが黒
パン。当時のヨーロッパでは、噛みごたえのある
黒パンに比べ、柔らかい白パンは上流社会の人が
食べるパンだったという。しかし現在では、素朴
な味わいがありビタミンや食物繊維の豊富な黒パ
ンの人気も高い。

*　 *　 * *　 *　 *

*　 *　 * *　 *　 *
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アルプスの夕暮れ

ハイジが“山が燃えている”と大興奮したアル
プスの夕暮れ。とくに山に残雪が残る春や新雪
の降る秋は、山の斜面が白いスクリーンのよう
に、刻々と変化する夕暮れの光りを映し出す。
日が落ちるまでのさまざまな色はアルプスなら
ではの贅沢な瞬間。ドイツ語では赤々と燃える
ことを意味する単語を使いアルペングリューエ
ンという。

干し草のベッド

屋根裏に積んであった干し草にシーツをかぶ
せただけの簡単なベット。小さな窓からこぼ
れる月や星あかりの下、草の香りに包まれて
ハイジは眠りにつく-----------。あの印象的なシーン
をぜひ体験してみたい！という要望は多く、
現在、スイスでは200以上の農家で“Schlaf 

im Stroh（ワラで眠ろう）”体験が楽しめるよう
になっている。今までの設備の整ったホテル
での滞在とはまったく異なるユニークな農家
滞在ですっかりハイジの気分が味わえる。
詳しくは→ www.abenteuer-stroh.ch/
※普通の農家での滞在なので最低限の語学力は必要

森　の　木　々

スイスの国土の約3割を占める森林。全国でみ
ると針葉樹林と広葉樹林が6：4の割合で分布し
ており、秋には赤や黄色、オレンジなど色とり
どりの美しさをみせてくれる。アルプス地方で
みると、やはり針葉樹林が8割を占めていて、
うち半分以上がトウヒ（スプルース）で、順に
カラマツ、マツ、ブナ、モミの木と続いている。

*　 *　 * *　 *　 *

*　 *　 * *　 *　 *

*　 *　 * *　 *　 *

CAkio Watanabe
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 Unterengadin  Map 

制 作 年：1952年／1955年
制作会社：Praesens Film, Zürich
放映時間：98分 

1952年にアルブラ渓谷の牧歌的な山里ベルギューン
周辺で撮影されたモノクロフィルムの映画。スイスで
は最初のハイディ作品で、とても人気があった有名な
映画のひとつ。好評だったので続編として「ハイディ
とペーター」というスイス初のカラーフィルム映画が
1955年につくられた。ベルギューンの上に位置する
ラッチは映画の中で村のシーンが撮影されたところ。
当時とまったく変わらない美しい風景が広がってい
る。夏の山小屋のシーンは、フィリズールの上にあたる
ファラインのアルプで撮影された。





『Heidi ハイディ』撮影：1952年

ロケ地：ラッチ、アルプ・ファライン、フォルクラ・スールレイ、
　　　　アルプ・ラングアルト、ツェレリーナ

『Heidi und Peter ハイディとペーター』撮影：1955年

ロケ地：ラッチ、アルプ・ファライン、フォルクラ・スールレイ、アルプ・ラングアルト、
　　　　モルテラッチ氷河、マイエンフェルト、バート・ラガッツ
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制 作 年：1979年
制作会社：Swiss Television, Televetia Geneva, Intertel Basel
放映時間：各25分（11時間）

1979年にはオーバーエンガディンの谷でテレビドラ
マが撮影された。原作の物語にかなり忠実なストーリ
ーで大ヒットしたもの。今でもハイディというと、この
テレビシリーズを思いだすスイス人も多いという。主
なロケ地となったのは、マローヤ峠の奥にあるグレヴ
ァザルヴァス村。バス便も途中までしかなく、歩いての
みのアクセス。山や氷河
に囲まれた大自然とス
レート葺きの家が点在
する素朴な集落は、ま
さに秘境の地と呼ぶに
ふさわしい。

1979年に制作された有名なテレビシリーズの撮影で使われた山小屋（ハイディヒュ
ッテ）は、もともとブレガリア谷で約200年前に建てられた年代物の小屋。撮影はグ
レヴァザルヴァス村でおこなわれたが、撮影終了後はサン・モリッツに移築された。

ハイディ・花の散歩道
チャンタレッラ〜サラストランス〜ハイディヒュッテ
Chantarella – Salastrains – Heidihütte

ハイディ・アルプスの道
シュトゥール /シュトゥールス〜ファライン
Stugl/Stuls – Falein

ベルギューンの村から、ポストバスで約
10分のシュトゥール、または15分のラ
ッチからファラインの山小屋までは「ハ
イディ・アルプスの道」と呼ぶハイキング
コースになっている。シュトゥールは、
14世紀のフレスコ画が美しいプロテス
タント教会が印象的な村。ベルギューン
の村を眼下に、迫力のエラ山脈を眺めな
がら進むと、時折、映画の撮影場所を示
した看板などがある。しばらく美しい山
の道を歩いていけば、フィリズールの上
にあたるファライン（標高約1840m）の
アルプへと到着。撮影でも使われた山小
屋が今も変わらず迎えてくれる。



■ベルギューン観光局  
  ferien@berguen.ch

  www.berguen.ch

チューリヒから
ベルギューンまで
列車で約2時間40分

（クールで乗換）

『Heidi ハイディ』撮影：1979年

ロケ地：グレヴァザルヴァス、チャンプフェー、チューリヒ、
　　　　フランクフルト（独）



27

セント  Sent 
典型的なエンガディンの情景が広がる魅力的なセント村
は、撮影スタッフが感動し多くのシーンを撮影したとこ
ろ。撮影にも使われた山小屋レストラン「ホフ・ヴァス
ツゥール Hof Vastur」は村の中心から歩いて約 1 時間。
セントの村と谷を見下ろす素晴らしいパノラマが楽しめ
る。ハイディの母親の家になっていた「ホテル・レツィア 

Hotel Rezia」やハイディの学校、
印象的なネオ・ゴシック様式の教
会など、村の中には随所に映画に
登場した場所がみられる。

■セント観光局
  www.sent.ch

28

ハイディの生みの親である作家ヨハンナ・シュピーリ
没後100年を記念して、2001年に公開された現代
版のハイディ映画。舞台として選ばれたのは、紀元前
からの古い歴史があり、ロマンシュ語という独特の
言語が残っているウンターエンガディンの谷。アル
プスの大自然に囲まれた村々でさまざまなシーンが
撮影された。

『Heidi ハイディ』撮影：2000年

制 作 年：2000年
制作会社：Vega Film（Zürich）
放映時間：90分 

シネストラ谷  Val Sinestra
セント村から森を抜けて、神秘的なシネストラ谷 Val Sinestra
へと足をのばしてみよう、ペーターが自転車から落ちたシーン
が撮影された道でもある。自転車をレンタルして行くのもよい
が、のんびりと馬車の旅も楽しめる。20世紀初頭までさかの
ぼる歴史を誇るクラシックなホテル・レストランも山中にある。

■ホテル・ヴァル・シネストラ　Hotel Val Sinestra

  val-sinestra@bluewin.ch     www.sinestra.ch

サン・モリッツの町の中心からコルヴィリアやピッツ・ネイルへと登るケーブルカーへ。
途中のチャンタレッラ駅でおりて、サラストランスのレストランへと向かう。そこから
ヒュッテまでの道は、気軽に楽しめる絶景のショートハイキングコースになっている。

ウルスリの鈴（シェレンウルスリ）の道
ハイディヒュッテ〜サン・モリッツ
Heidihütte – St.Moritz

ハイディヒュッテでひと休みした後は、サン・モリッツの街へさらに約30分ほどの
爽やかなハイキングが楽しめる。途中には、童話画家アロイス・カリジェの代表作
となった『ウルスリの鈴』の物語が描かれたパネルが設置されている。



■サン・モリッツ観光局
 stmoritz@estm.ch

  www.stmoritz.ch

チューリヒから
サン・モリッツまで
列車で約3時間30分

（クールで乗換）

ロケ地：シュクオール、セント、アルプ・ツェツニナ、
　　　　ラヴィーン、スーシュ、アルデッツ、ミュスタイア谷、
　　　　ベルリン（独）



タラスプ城  Schloss Tarasp

11世紀まで遡るタラスプの丘にそびえる古城は、
クール司教、チロル公、ハプスブルグ家など次々
と持ち主は変遷したが、近年、ドイツ人実業家の
手により大規模に修復された。ガイドツアーに参
加すれば、城の内部を見学することができる。16
〜18世紀の家具や装飾などは、一見の価値あり。

【6/1〜7/10】14:30 15:30 【7/11〜8/20】11:00,14:30,15:30,16:30
【8/21〜10/20】14:30,15:30 【冬期(クリスマス〜イースター)】火・木曜16:30
※変更の場合もあるので要確認。団体は要予約。

  info@schloss-tarasp.ch     www.schloss-tarasp.ch
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シュクオール Scuol 

シュクオールはウンター・エンガディン地方の中心地。エンガディンに共通の特徴で
あるスグラフィット紋様で飾られた独特の家々が並ぶ。古くから秘湯の里として知
られており、約20種類の鉱泉が現在確認されているが、そのうちの主に9種類がス
パなどに利用されている。シュクオールの駅とともに
映画シーンに登場しているプラツェッタ広場のように、
村の各所には2つの蛇口がついた水飲み場があり、普通
の水と鉱泉を飲むことができる。冬はスキーリゾートと
して有名だが、春から秋にかけては谷を一望する壮大な
パノラマビューが堪能できるハイキングがおすすめ。

 ■シュクオール観光局
  info@engadin.com     www.scuol.ch

スパセンター  Engadin Bad Scuol

1993年に改修されたシュクオールのスパセンター。ローマン・
アイリッシュ風呂やサウナジャグジー、塩水風呂、室内プールな
ど設備も充実している。中でも、奥に広がる山や美しい木々の
眺望が楽しめる屋外の温水プールがおすすめ。他にも各種マッ
サージプランも用意されている。アルプスの清らかな空気のも
と、身も心もいやされる、寛ぎのひとときをどうぞ。

  8:00-21:45

  bad@cseb.ch     www.engadinbadscuol.ch

アルデッツ  Ardez 

ヨーロッパ文化財として保護されたアルデッツの村は、
多くの住民が今では希少となったロマンシュ語を話す地
域で生活の中にもエンガディンの伝統が生きている。映
画では、天井が崩れる事故でハイディのお母さんが突然
命を失う場面が撮影された。その家は公開されていない
が、有名なアダムとイブの壁画が描かれた美しい家をは
じめ、村に残る古い民家をみてまわるのも楽しい。

■アルデッツ観光局       info@ardez.ch     www.ardez.ch

モッタ・ナルンス  Motta Naluns

紅葉が美しい谷の景色を一望するなら、赤いロープウ
ェイに乗って標高2150mのモッタ・ナルンスの展望
スポットへ。シュクオール方面、フタン方面、セント
方面へと降りていくパノラマハイキングが楽しめる。

  info@bergbahnen-scuol.ch

  www.bergbahnen-scuol.ch
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スーシュ  Susch 
かつては北から南へとフリューラ峠を通ってロバや馬車を連れた商人が行き交った
歴史をもつスーシュには古い農家や商人の家が残っている。映画では嵐の中、大雨
で視界も見えなくなったハイディをおじいさんが助けにいくシーンが峠の入口付近
で撮影されている。

■スーシュ観光局      info@engadin.com     www.scuol.ch/susch



ラヴィーン  Lavin 
のどかなラヴィーンの村の上に広がるアルプ・ツェツ
ニナ・ダダイント Alp Zeznina Dadint（約2000m）
の山小屋は、ハイディがおじいさんと暮らした夏
の家として映画の大半が撮影されたロケ地。
長い道をひたすら登る中・上級者向けハイキング。
アルプ の 奥 に は、

23の山上湖が点在するマクン湖 Lais da Macun
（2650m）が幻想的な雰囲気をたたえている。 希
少な植物や鉱石が見られる穴場のスポット（7月〜9
月末まで）。2000年夏に、スイス国立公園の一部
として認定された。約6時間ほどのハイキングだが、
辿り着いたときの感動は格別なもの。

■ラヴィーン観光局      info@engadin.com     www.scuol.ch/lavin
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MEMO／STAMP

聖ヨハネ・ベネディクト会修道院
Benediktinerkloster St.Johann in Müstair

8世紀にカール大帝の命によって建てられ、イタリアに抜
けるアルプス越えルートの拠点として重要な役割を担って
いた。12世紀から修道女のための女子修道院となっている。
修道院は小さく質素な建物だが、19世紀の壁画の下から近
年、聖書の物語とキリストの生涯を描いた9世紀初頭のフ
レスコ画が発見され、1983年ユネスコの世界遺産に認定。

■教　会
  5〜10月：7:00-20:00、11〜4月：7:00-17:00

■ミュージアム
	5〜10月：月〜土曜9:00-12:00,  13:30-17:00  日曜・祝日13:30-17:00

	 11〜4月：月〜土曜10:00-12:00,  13:30-16:30  日曜・祝日13:30-16:30
 12/25     museum@muestair.ch     www.muestair.ch

ミュスタイア谷  Val Müstair 
美しい山の湖に飛び込むハイディ。映画のオープニングシーンはミュスタイア谷奥
にあるリムス湖 (Lai da Rims）で撮影された。イタリア国境沿いに位置するこの小
さな谷を有名にしたのは世界遺産に選ばれた聖ヨハネ修道院。近年になって壁の下
から発見された9世紀初頭のフレスコ画は必見。

■ヴァル・ミュスタイア観光局
  info@val-muestair.ch     www.val-muestair.ch

❉スイスの情報 : www.myswiss.jp



ハイジの世界と出会う
エンガディン地方へ

エンガディン・サンモリッツ観光局
������������������
������������
�����������������������

Heidi_engadin.indd   2 08.11.19   5:45:20 PM

スイス観光局ホームページ

www.myswiss.jp

Dream．
美しい画像や映像が
満載！
四季折々の表情や各地の花風
景など、美しいスイスのイメー
ジをスライドショーで紹介。ア
ルプス、絶景ルート、世界遺産、
祭り・イベント、アート、ミュー
ジアム、スパ、滝など、魅力
あふれる多彩なテーマ別情報
も大きな写真でお楽しみいた
だけます。また、スイス全国約
500カ所に設置されたウェブカ
メラ（ライブカメラ）などもあり
ます。

スイス政府観光局のホームページでは、主要都市
案内、旅の基本情報、交通、グルメ、イベント、宿
泊情報などの実用的な情報のほか、アルプス、絶
景ルート、花、ミュージアム、世界遺産、アクティ
ビティなど旅のプランニングの参考になる多彩な
テーマから、パッケージツアーの案内まで、スイス
旅行に必要な情報を幅広く提供しています。

ワンクリックからはじまるスイスの旅

Plan．
旅のプランニングに
最適！
スイス旅行が決まったら、自
分好みの旅を計画してみましょ
う。全国約160カ所の町や村の
情報をまとめたエリアガイド、
スイス全土を網の目のように結
ぶ鉄道、バス、ケーブルや登山
鉄道、湖船や、時刻表などの
交通情報、現地のデータベース
と連動して検索や予約が可能
な宿泊情報も充実。主なスイ
スツアーもまとめてチェックす
ることができます。

Go．
旅行前に必要な情報を
チェック！
パスポート、電圧やプラグ、電
話、郵便、通貨、税関、鉄道
やレストラン、ホテル利用のア
ドバイスなど旅の準備や現地
での滞在に役立つ細かな情報
をご確認いただけます。その
ほか天気予報や、全国のゲレ
ンデ情報が確認できるスノーレ
ポート、スイス各地が検索でき
る地図ツールも便利。最新の
ニュース・イベント情報も随時紹
介しています。
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